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(57)【要約】
　本発明は、ダイズにおけるさび病攻撃を撲滅するためのトリコナゾールの使用、並びに
ダイズ植物及び／又はその種子を有効量のトリコナゾールで処理する、ダイズにおけるさ
び病攻撃の撲滅方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダイズ植物におけるさび病を抑制するための(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメ
チル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノールの使用。
【請求項２】
　ファコプソラ・パキリジ（Phakopsora pachyrhizi）又はファコプソラ・メイボミエ（P
hakopsora meibomiae）により引き起こされるさび病である、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　種子を処理する、請求項１～２の１項に記載の使用。
【請求項４】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールを種子１００キログラムに対して１～５００ｇの量で用いる、請
求項３に記載の使用。
【請求項５】
　ダイズ植物の空中部分を処理する、請求項１又は２のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールを１０～１０００ｇ／ｈａの量で用いる、請求項５に記載の使用
。
【請求項７】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールを、エポキシコナゾール、テブコナゾール、フルクイコナゾール
、フルトリアフォル、メトコナゾール、ミクロブタニル、シクプロコナゾール、プロチオ
コナゾール及びプロピコナゾールから選択されるアゾール殺菌剤の群からの少なくとも１
種の追加の殺菌剤と一緒に用いる、請求項１～６の１項に記載の使用。
【請求項８】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールを、トリフロキシストロビン、ピラクロストロビン、オリサスト
ロビン、フルオキサストロビン及びアゾキシストロビンから選択されるストロビルリンの
群からの少なくとも１種の追加の殺菌剤と一緒用いる、請求項１～７の１項に記載の使用
。
【請求項９】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールを、ピラゾール殺昆虫剤及びネオニコチノイド群の群からの少な
くとも１種の殺昆虫剤と一緒に用いる、請求項１～８の１項に記載の使用。
【請求項１０】
　ダイズ植物又はそれらの種子を、さび病による攻撃の前又は後に有効量の(E)-5-(4-ク
ロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペン
タノールで処理する、ダイズにおけるさび病の抑制方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダイズ植物におけるさび病を抑制するための(E)-5-(4-クロロベンジリデン)
-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノールの使用に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　最近まで、ダイズ栽培のための主な生産地域には、有害菌、例えばさび病菌により引き
起こされる経済的に重要な病気はなかった。しかしながら、２００１年及び２００２年に
、南アメリカは、ダイズ栽培において次第に深刻化する有害菌ファコプソラ・パキリジ（
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Phakopsora pachyrhizi）及びファコプソラ・メイボミエ（Phakopsora meibomiae）によ
り引き起こされるさび病を経験した。結果は収穫高及び収率の著しい損失であった。
【０００３】
　最新の殺菌剤は、ダイズ栽培におけるさび病の抑制のために適していない。なぜならば
、それらはさび病を引き起こす有害菌、例えばファコプソラ・パキリジ及びファコプソラ
・メイボミエの増殖を十分に抑制しないからである。さらに、殺菌活性成分が根瘤細菌（
リゾビウム属及びブラディリゾビウム属）及びダイズ植物の共生に悪影響を及ぼす危険性
がある。
【０００４】
　CA 2,437,183 は、マメ類におけるさび病を治療するためのストロビルリンの使用を記
載している。
【０００５】
　しかしながら、耐性の発現を避けるために一定の菌病に対するさらなる活性成分を提供
することが基本的に必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、ダイズ植物におけるさび病の効果的な抑制を可能にするさらなる薬剤を提供す
ることが目的であった。特に、この薬剤は根瘤細菌及びダイズ植物の共生に対して悪影響
を有するべきでない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　驚くべきことに、(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾ
ール-1-イルメチル)シクロペンタノールが、上記の有害菌の増殖を効率的に抑制し、従っ
てこれらの有害菌により引き起こされるダイズ植物におけるさび病を抑制するために適す
ることを見出した。
【０００８】
　従って、本発明は、ダイズ植物におけるさび病を抑制するための(E)-5-(4-クロロベン
ジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノール
の使用、及び、これらの植物におけるさび病の抑制法であって、このような処理を必要と
する植物、この植物の部分、又は植物の栽培若しくは成長が意図される土壌を(E)-5-(4-
クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペ
ンタノールで処理する上記方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチ
ル)シクロペンタノールの使用は、さび病によるダイズ植物の感染症を効率的に防止し（
保護的処理）、さらにまた、既に罹病した植物の治癒に導く（治癒的処理）。
【００１０】
　驚くべきことに、ダイズ植物のさび病はまた、種子を(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2
,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノールで処理するこ
とによって効率的に防止することができる。
【００１１】
　さらに予想外にも、根瘤細菌とダイズ植物との共生は、(E)-5-(4-クロロベンジリデン)
-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノールの施用によ
って悪影響を全く又は少なくとも実質的に受けないことが明らかになった。
【００１２】
　本発明によれば、(E)-5-(4-クロロベンジリデン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾ
ール-1-イルメチル)シクロペンタノールのラセミ体及びそのエナンチオマー、並びにこれ
らのエナンチオマーの非ラセミ混合物の両者が適している。(E)-5-(4-クロロベンジリデ
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ン)-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノールは、ト
リコナゾールの名称で当業者に知られており、市販されている。
【００１３】
　「植物部分」という用語は、ここで及び以下で、茎葉のような植物の空中部分だけでな
く、植物の地下部分、すなわち根系、並びに果実及び種子をも指す。
【００１４】
　さび病を抑制するために、ダイズ植物、又はさび病から保護すべき植物部分、又は土壌
を、さび病の抑制に必要な量の、トリコナゾールを含む活性成分調製物で処理する。活性
成分調製物を施用する方法は、意図する使用及び施用の種類に既知の様式で依存する。好
都合には、活性成分調製物の種類は、活性成分の微細かつ一様な分布が確保されるように
選択される。
【００１５】
　本発明の第一の好ましい実施形態において、ダイズ植物の空中部分、特に葉を、活性成
分の好適な調製物で処理する。好ましくは、トリコナゾールは水性スプレー混合物で用い
られる。
【００１６】
　原則として、植物の空中部分の保護的処理のために必要なトリコナゾールの施用量は、
合計で１０～１０００ｇ／ｈａ、特に２０～５００ｇ/ｈａになる。
【００１７】
　原則として、植物の空中部分の治癒的処理のために必要なトリコナゾールの施用量は、
合計で１０～１０００ｇ／ｈａ、特に２０～５００ｇ/ｈａになる。
【００１８】
　本発明の別の実施形態において、種子を、種子処理に適する活性物質の調製物で処理す
る。種子処理のための活性成分調製物は、特に、水性スプレー混合物、すぐに使用できる
ダスト及びＵＬＶ溶液である。種子処理の場合、トリコナゾールは種子１００キログラム
当たり１～５００ｇ、好ましくは１０～２００ｇの量で一般的に用いられる。
【００１９】
　さらに、ダイズ植物にしばしば見出される他の有害菌も、本発明に係る方法によって極
めて効果的に抑制することができる。ダイズにおける最も重要な菌病を以下に列記する：
・紋枯れ病菌により引き起こされる立ち枯れ病、
・フザリウム・ソラニにより引き起こされる菌核病、
・フザリウムｓｐｐ．により引き起こされる菌核病、
・フォモプシス・ファゼオリ＋ｓｐｐ．により引き起こされる茎及び鞘枯れ病、
・セルコスポラ・キクチにより引き起こされる黒班病、
・セルコスポラ・ソジナにより引き起こされる赤星斑点病、
・ピチウムｓｐｐ．により引き起こされる苗胴枯れ病、
・コレトトリクム・デマチブム・バール・ツルンカタにより引き起こされる
・セプトリア・グリシネスにより引き起こされる褐斑病、
・セルコスポラｓｐｐ.により引き起こされる斑点病、
・エリシフェ・ポリゴニにより引き起こされるウドンコ病
　作用スペクトルを拡張するために、トリコナゾールは、ダイズの成長に用いられる他の
活性成分と一緒に、例えば除草剤、殺虫剤、殺線虫剤、成長調節剤、殺菌剤又はそのほか
に肥料と一緒に使用することもできる。
【００２０】
　本発明によりトリコナゾールと一緒に使用できる活性成分の下記のリストは、可能な組
み合わせを説明しようとするものであって、いかなる限定をも強いようとするものではな
い：
殺菌剤：
・アシルアラニン、特にオキサジキシル；
・アミン誘導体、特にグアザチン、イミノクタジン；
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・アゾール、特にジフェンコナゾール、エポキシコナゾール、フェンブコナゾール、フル
クイコナゾール、フルシラゾル、フルトリアフォル、ヘキサコナゾール、イマザリル、メ
トコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロクロラズ、プ
ロチオコナゾール、テブコナゾール；
・ジカルボキシイミド、例えばイプロジオン、プロシミドン、ビンクロゾリン；
・ヘテロ環式化合物、例えばアニラジン、ベノミル、ボスカリド、カルベナジム、カルボ
キシン、オキシカルボキシン、シアゾファミド、ジチアノン、ファモキサドン、フェナミ
ドン、フェナリモル、フベリダゾール、フルトラニル、フラメトピル、イソプロチオラン
、メプロニル、ヌアリモル、プロベナゾール、プロキナジド、ピリフェノクス、ピロキロ
ン、キノキシフェン、シルチオファム、チアベンダゾール、チフルザミド、チオファネー
ト－メチル、チアジニル、トリシクラゾル、トリフォリン；
・ニトロフェニル誘導体、例えばビナパクリル、ジノカプ、ジノブトン、ニトロフタル－
プロピル；
・フェニルピロール、例えばフェンピクロニル又はフルジオキソニル；
・硫黄；
・他の殺菌剤、例えばアシベンゾラー-S-メチル、ベンチアバリカルブ、カルプロパミド
、クロロタロニル、シフルフェナミド、シモキサニル、ダゾメト、ジクロメジン、ジクロ
シメト、ジエトフェンカルブ、エジフェンフォス、エタボキサム、フェンヘキサミド、フ
ェンチン－アセテート、フェノキサニル、フェリムゾン、フルアジナム、フォセチル、フ
ォセチルアルミニウム、イプロバリカルブ、ヘキサクロロベンゼン、メトラフェノン、ペ
ンシクロン、プロパモカルブ、フタリド、トロクロフォス－メチル、クイントゼン、ゾキ
サミド；
・ストロビルリン、例えばアゾキシストロビン、ジモキシストロビン、フルオキサストロ
ビン、クレゾキシム－メチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロ
ビン、ピラクロストロビン又はトリフロキシストロビン、；
・スルフェン酸誘導体、例えばカプタフォル、カプタン、ジクロフルアニド、フォルペト
、トリルフルアニド桂皮アミド及び類似体、例えばジメトモルフ、フルメトベル又はフル
モルフ。
【００２１】
殺虫剤／殺ダニ剤
・有機（チオ）ホスフェート、特にアセフェート；
・カルバメート、特にアラニカルブ、ベンフラカルブ、ベンジオカルブ、カルボスルファ
ン、フェノキシカルブ、フラチオカルブ、メチオカルブ、メトミル、チオジカルブ、トリ
アザメート；
・ピレトロイド、例えばアレトリン、ビフェントリン、シフルトリン、シフェノトリン、
シペルメトリン及びアルファ－、ベータ－及びゼータ－異性体、デルタメトリン、エスフ
ェンバレレート、エトフェンプロクス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、シハロ
トリン、ラムダ－シハロトリン、イミプロトリン、ペルメトリン、プラレトリン、ピレト
リンＩ、ピレトリンＩＩ、シラフルオフェン、タウ－フルバリネート、テフルトリン、テ
トラメトリン、トラロメトリン、トランスフルトリン、ゼータ－シペルメトリン；
・ネオニコチノイド、例えばフロニカミド、クロチアニジン、ジノテルラン、イミダクロ
プリド、チアメトキサム、ニテンピラム、ニチアジン、アセタミピリド、チアクロピリド
；
・ピラゾール殺虫剤、例えばアセトプロール、エチオプロール、フィプロニル、テブフェ
ンピラド、
トルフェンピラド及びバニリプロール；
・そしてまたスピノサド及びチアメトキサム。
【００２２】
成長調節剤、例えばクロルメタクアト及びメピクアト。
【００２３】
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　トリコナゾールとアゾール殺菌剤群からの追加の殺菌剤との混合物は、本発明に係る使
用に実に特に適していることを証明した。好ましいアゾール殺菌剤は、エポキシコナゾー
ル、テブコナゾール、フルクイコナゾール、フルトリアフォル、メトコナゾール、ミクロ
ブタニル、シクプロコナゾール、プロチオコナゾール及びプロピコナゾールである。トリ
コナゾールを追加のアゾール殺菌剤と一緒に施用することによって活性の増加が得られる
ので、望ましい殺菌効果を得るために必要な殺菌剤の総施用量は、より低い。
【００２４】
　トリコナゾールをアゾール殺菌剤と一緒に用いる場合には、活性成分は、好ましくはト
リコナゾール対アゾール殺菌剤の重量比１：１００～１００：１、特に１：２０～２０：
１で用いられるだろう。この場合、追加のアゾール殺菌剤の施用量は、好ましくは合計で
１～５００ｇ／ｈａ、特に５～３００ｇ/ｈａになる。
【００２５】
　本発明による使用に同様に特に適するものは、トリコナゾールと、トリフロキシストロ
ビン、ピラクロストロビン、オリサストロビン、フルオキサストロビン及びアゾキシスト
ロビンから選択されるストロビルリン群からの少なくとも１種の追加の殺菌剤との混合物
である。
【００２６】
　トリコナゾールを上記のストロビルリンの１種と一緒に用いる場合には、活性成分は、
好ましくはトリコナゾール対ストロビルリンの重量比１：１００～１００：１、特に１：
２０～２０：１で用いられるだろう。この場合、ストロビルリンの施用量は、好ましくは
合計で１～５００ｇ／ｈａ、特に５～３００ｇ/ｈａになる。
【００２７】
　トリコナゾールを追加の殺菌活性成分と一緒に用いる場合には、後者はトリコナゾール
と同時に又は短い時間間隔で、例えばトリコナゾール処理の前又は後の数日以内に施用す
ることができる。同時施用の場合、ダイズ植物の処理は、トリコナゾール及び追加の殺菌
活性成分を含む組成物を施用するワンパスで、又はそのほかに個々の活性成分の異なる組
成物を施用する独立パスで行うことができる。
【００２８】
　さらに、トリコナゾールを、針刺し昆虫又は吸汁昆虫、及び例えば下記の目
・鞘翅目、特にフィロファガ種、例えばフィロファガ・クヤナバ（Phyllophaga cuybana
）、ステルネクス種、例えばステルネクス・ピングシ（Sternechus pingusi）、ステルネ
クス・スブシグナツス（Sternechus subsignatus）、プロメコプス種、例えばプロメコプ
ス・カリニコリス（Promecops carinicollis）、アラカンツス種、例えばアラカンツス・
モレイ（Arcanthus morei）、及びジアブロチカ種、例えばジアブロチカ・スペシオサ（D
iabrotica speciosa）、ジアブロチカ・ロンギコルニス（Diabrotica longicornis）、ジ
アブロチカ・１２－プンクタタ（Diabrotica 12-punctata）、ジアブロチカ・ビルギフェ
ラ（Diabrotica virgifera）、
・麟翅目、特にエラスモパルプス種、例えばエラスモパルプス・リグノセルス（Elasmopa
lpus lignosellus）、
・等翅目、特にリノテルミチダ（Rhinotermitida）、
・同翅目、特にダルブルス・マイディス（Dalbulus maidis）
の他の節足動物に対する、
又は、根こぶ線虫、例えばメロイドギネ種、例えばメロイドギネ・ヘプラ（Meloidogyne 
hepla）、メロイドギネ・インコグニタ（Meloidogyne incognita）、メロイドギネ・ジャ
バニカ（Meloidogyne yavanica）、及び他のメロイドギネ種；嚢腫形成線虫、例えばグロ
ボデラ・ロストキエンシス（Globodera rostochiensis）及び他のグロボデラ種；ヘテロ
デラ・アベネ（Heterodera avenae）、ヘテロデラ・グリシネス（Heterodera glycines）
、ヘテロデラ・シャクチイ（Heterodera schachtii）、ヘテロデラ・トリフォリイ（Hete
rodera trifolii）、及び他のヘテロデラ種；没食子線虫、例えばアングイナ（Anguina）
種；茎線虫及び葉線虫、アフェレンコイデス（Aphelenchoides）種を包含する線虫に対す
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る、
少なくとも１種の活性成分と一緒に用いることが特に有利であることが証明された。
【００２９】
　特に、トリコナゾールを、ネオニコチノイド群からの少なくとも１種の殺昆虫剤、具体
的にはイミダクロプリド、チアメトキサム若しくはクロチアミジンと一緒に、又はピラゾ
ール殺昆虫剤の群からの殺昆虫剤、具体的にはフィプロニルと一緒に用いることが有用で
あることが証明された。
【００３０】
　特に、トリコナゾールを、殺昆虫剤、特にネオニコチノイド又はピラゾール殺昆虫剤と
一緒に、ダイズ植物の種子の処理又は苗の処理のために用いることが有用であることが証
明された。
【００３１】
　トリコナゾールを追加の殺昆虫活性成分と一緒に用いる場合には、後者はトリコナゾー
ルと同時に又は短い時間間隔で、例えばトリコナゾール処理の前又は後の数日以内に施用
することができる。同時施用の場合、ダイズ植物の処理は、トリコナゾール及び追加の殺
昆虫活性成分を含む組成物を施用するワンパスで、又はそのほかに個々の活性成分の異な
る組成物を施用する独立パスで行うことができる。
【００３２】
　トリコナゾールは根瘤細菌及びダイズ植物の共生に悪影響を及ぼさないので、活性成分
による種子の処理は、根瘤細菌と同時に又は種子の感染の前後に狭い時間間隔以内に行う
ことができる。例えば、活性成分は、根瘤細菌の好適な調製物、例えば根瘤細菌の水性懸
濁液と一緒に、種子に施用することができる。
【００３３】
　トリコナゾール及び任意の追加活性成分は、そのままで、それらの製剤の形態で、又は
それらから製造した使用形態で、例えば直接スプレー可能な溶液、粉末、懸濁液若しくは
分散液、エマルジョン、油性分散液、ペースト、ダスト、散布用組成物又は顆粒の形態で
用いることができる。施用は、スプレー、霧化、散粉、散布又は潅水によって典型的に行
われる。何れの場合にも、使用の形態及び手段は、本発明に係る活性成分のできるだけ微
細な分布を確保すべきである。
【００３４】
　活性成分の水性使用形態は、活性成分の市販製剤から、例えばエマルジョン濃縮物、ペ
ースト又は水和剤（スプレー可能な粉末、油性分散液）から、水の添加によって製造する
ことができる。エマルジョン、ペースト又は油性分散液を製造するために、そのままの又
は油若しくは溶剤に溶解した物質を、湿潤剤、固着剤、分散剤又は乳化剤によって水中で
均質化することができる。しかしながら、活性成分、湿潤剤、固着剤、分散剤又は乳化剤
、及び場合により溶剤又は油から構成される濃縮物を製造することもでき、このような濃
縮物は水による希釈に適している。
【００３５】
　すぐに使用できる調製物中のトリコナゾール及び任意の追加活性成分の濃度は、かなり
の範囲内で変化することができる。一般的に、それらは０．０００１～１０％、好ましく
は０．００１～１％（重量％の活性成分、すぐに使用できる製剤の総重量に基づく）であ
る。
【００３６】
　トリコナゾール及び任意の追加活性成分は、微量法（ＵＬＶ）でも成功裏に使用するこ
とができ、９５重量％を超える活性成分を含む製剤、又は実際に添加物を含まない活性成
分の施用が可能である。
【００３７】
　種々の種類の油若しくは水、助剤、除草剤、殺菌剤、殺昆虫剤、殺線虫剤だけでなく、
他の農薬、例えば殺細菌剤も、場合により施用の直前に活性成分に添加することもできる
（タンクミックス）。これらの物質は、本発明に係る組成物に重量比１：１０～１０：１
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で混合することができる。
【００３８】
　製剤は、公知の方法で、例えば活性成分を溶剤及び／又は担体で、場合により界面活性
剤、すなわち乳化剤及び／又は分散剤を用いて増量（希釈）することによって製造するこ
とができる。
【００３９】
　好適である溶剤／担体は、本質的に下記のものである：
－　水、芳香族溶剤（例えばソルベッソ製品、キシレン）、パラフィン（例えば鉱油留分
）、アルコール（例えばメタノール、ブタノール、ペンタノール、ベンジルアルコール）
、ケトン（例えばシクロヘキサノン、メチルヒドロキシブチルケトン、ジアセトンアルコ
ール、メシチルオキシド、イソホロン）、ラクトン（例えばガンマ－ブチロラクトン）、
ピロリドン（例えばピロリドン、Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－エチルピロリドン、ｎ－オ
クチルピロリドン）、アセテート（グリコールジアセテート）、グリコール、ジメチル脂
肪酸アミド、脂肪酸及び脂肪酸エステル。原則として、溶剤混合物を用いることもできる
。
【００４０】
－　担体、例えば粉砕天然鉱物（例えばカオリン、クレー、タルク、チョーク）及び粉砕
合成鉱物（例えば、高分散性シリカ、ケイ酸塩）；
乳化剤、例えば非イオン及び陰イオン乳化剤（例えばポリオキシエチレン脂肪アルコール
エーテル、アルキルスルホネート及びアリールスルホネート）、並びに分散剤、例えばリ
グニン－亜硫酸塩廃液及びメチルセルロース。
【００４１】
　好適な界面活性剤は、リグノスルホン酸、ナフタレンスルホン酸、フェノールスルホン
酸、ジブチルナフタレンスルホン酸のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩及びアンモニ
ウム塩、アルキルアリールスルホネート、アルキルスルフェート、アルキルスルホネート
、脂肪アルコールスルフェート、脂肪酸及び硫酸化脂肪アルコールエーテル、さらにスル
ホン酸化ナフタレン及びナフタレン誘導体とホルムアルデヒドとの縮合物、フェノール及
びホルムアルデヒドとの縮合物、ナフタレン又はナフタレンスルホン酸とホルムアルデヒ
ドとの縮合物、ポリオキシエチレンオクチルフェノールエーテル、エトキシル化イソオク
チルフェノール、オクチルフェノール、ノニルフェノール、アルキルフェニルポリグリコ
ールエーテル、トリブチルフェニルポリグリコールエーテル、トリステリルフェニルポリ
グリコールエーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコール、アルコール及び脂肪ア
ルコールエチレンオキシド縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、エトキシル化ポリオキシプロピレン、ラウリルアルコールポリグリコールエー
テルアセタール、ソルビトールエステル、リグニン－亜硫酸塩廃液及びメチルセルロース
である。
【００４２】
　直接スプレー可能な溶液、エマルジョン、ペースト又は油性分散液の製造に適するもの
は、中～高沸点の鉱油留分、例えばケロシン又はジーゼル油、さらにコールタール油及び
植物又は動物起源の油、脂肪族、環式及び芳香族炭化水素、例えばトルエン、キシレン、
パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフタレン又はそれらの誘導体、メタ
ノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、シクロヘキサノール、シクロヘキサノ
ン、メシチルオキシド、イソホロン、強極性溶剤、例えばジメチルスルホキシド、２－ピ
ロリドン、Ｎ－メチルピロリドン、ブチロラクトン又は水である。
【００４３】
　粉末、散布用材料及びダストは、活性物質と固体担体との混合又は同時粉砕によって製
造することができる。
【００４４】
　顆粒、例えば被覆顆粒、含浸顆粒及び均質顆粒は、活性成分を固体担体上に結合させる
ことによって製造することができる。固体担体の例は、鉱物土、例えばシリカゲル、ケイ
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酸塩、タルク、カオリン、アタクレイ、石灰石、石灰、チョーク、ボール、黄土、クレー
、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム、粉砕合
成材料、肥料、例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、尿
素など、及び植物生成物、例えば穀類ミール、樹皮ミール、木材ミール及び堅果殻ミール
、セルロース粉末、及び他の固体担体である。
【００４５】
　一般的に、製剤は０．０１～９５重量％、好ましくは０．１～９０量％、特に５～５０
重量％の活性成分を含む。この文脈において、活性成分は９０％～１００％、好ましくは
９５％～１００％の純度（ＮＭＲスペクトルによる）で用いられる。
【００４６】
　製剤の例は下記のものである：
１．水に希釈するための生成物
Ａ）水溶性濃縮物（ＬＳ）
　１０重量部のトリコナゾールを水又は水溶性溶剤に溶解する。別法として、湿潤剤又の
助剤を加える。水に希釈すると、活性成分は溶解する。
【００４７】
Ｂ）分散性濃縮物（ＤＣ）
　２０重量部のトリコナゾールを、分散剤、例えばポリビニルピロリドンを加えてシクロ
ヘキサノンに溶解する。水で希釈すると、分散液が生じる。
【００４８】
Ｃ）乳化性濃縮物（ＥＣ）
　１５重量部のトリコナゾールを、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油
エトキシル化物（それぞれの場合５％濃度）を加えてキシレンに溶解する。水で希釈する
と、エマルジョンが生じる。
【００４９】
Ｄ）エマルジョン（ＥＳ）
　４０重量部のトリコナゾールを、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム及びヒマシ油
エトキシル化物（それぞれの場合５％濃度）を加えてキシレンに溶解する。この混合物を
乳化装置 (Ultraturax) により水中に導入し、均質なエマルジョンにする。水で希釈する
と、エマルジョンが生じる。
【００５０】
Ｅ）懸濁液(FS)
　攪拌式ボールミル中で、２０重量部のトリコナゾールを、分散剤、湿潤剤及び水又は有
機溶剤を加えて粉砕して微細活性成分懸濁液を与える。水で希釈すると、活性成分の安定
な懸濁液が生じる。
【００５１】
Ｆ）水分散性顆粒及び水溶性顆粒（ＷＧ、ＳＧ）
　５０重量部のトリコナゾールを、分散剤及び湿潤剤を加えて微細に粉砕し、技術的装置
（例えば押し出し機、噴霧塔、流動床）により水分散性又は水溶性顆粒にする。水で希釈
すると、活性成分の安定な分散液又は溶液が生じる。
【００５２】
Ｇ）水分散性粉末及び水溶性粉末（ＳＳ、ＷＳ）
　７５重量部のトリコナゾールを、ローター－ステーターミル中で、分散剤、湿潤剤及び
シリカゲルを加えて粉砕する。水で希釈すると、活性成分を含む安定な分散液又は溶液が
生じる。
【００５３】
２．直接施用するための生成物
Ｈ）ダスト（ＤＳ）
　５重量部のトリコナゾールを微細に粉砕し、９５％の微粉カオリンと緊密に混合する。
これはダストを与える。
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【００５４】
Ｉ）顆粒（ＧＲ、ＦＧ、ＧＧ、ＭＧ）
　０．５重量部のトリコナゾールを微細に粉砕し、９５．５％の担体と関連させる。現在
の方法は押し出し、噴霧乾燥又は流動床である。これは直接施用するための顆粒を与える
。
【００５５】
Ｊ）ＵＬＶ溶液（ＵＬ）
　１０重量％のトリコナゾールを、有機溶剤、例えばキシレンに溶解する。これは直接施
用するための生成物を与える。
【００５６】
　種子処理のために有用である組成物は、例えば下記のものである：
Ａ　可溶性濃縮物（ＳＬ、ＬＳ）
Ｄ　エマルジョン（ＥＷ、ＥＯ、ＥＳ）
Ｅ　懸濁液（ＳＣ、ＯＤ、ＦＳ）
Ｆ　水分散性顆粒及び水溶性顆粒（ＷＧ、ＳＧ）
Ｇ　水分散性粉末及び水溶性粉末（ＷＰ、ＳＰ、ＷＳ）
Ｈ　ダスト及び散粉可能な粉末（ＤＰ、ＤＳ）
　種子処理のためのトリコナゾールの好ましいＦＳ製剤は、通常、０．５～８０％の活性
成分、０．０５～５％の湿潤剤、０．５～１５％の分散剤、０．１～５％の増粘剤、５～
２０％の凍結防止剤、０．１～２％の消泡剤、１～２０％の顔料及び／又は染料、０～１
５％の固着剤／接着剤、０～７５％の充填剤／賦形剤、及び０．０１～１％の保存剤を含
む。
【００５７】
　トリコナゾールの種子処理製剤のための好適な顔料又は染料は、ピグメントブルー15:4
、ピグメントブルー15:3、ピグメントブルー15:2、ピグメントブルー15:1、ピグメントブ
ルー80、ピグメントイエロー1、ピグメントイエロー13、ピグメントレッド112、ピグメン
トレッド48:2、ピグメントレッド48:1、ピグメントレッド57:1、ピグメントレッド53:1、
ピグメントオレンジ43、ピグメントオレンジ34、ピグメントオレンジ5、ピグメントグリ
ーン36、ピグメントグリーン7、ピグメントホワイト6、ピグメントブラウン25、ベーシッ
クバイオレット10、ベーシックバイオレット49、アシッドレッド51、アシッドレッド52、
アシッドレッド14、アシッドブルー9、アシッドイエロー23、ベーシックレッド10、ベー
シックレッド108である。
【００５８】
　好適である湿潤剤及び分散剤は、特に上記の界面活性剤である。好ましい湿潤剤は、ア
ルキルナフタレンスルホネート、例えばジイソプロピル－又はジイソブチルナフタレンス
ルホネートである。好ましい分散剤は、非イオン若しくは陰イオン分散剤、又は非イオン
若しくは陰イオン分散剤の混合物である。用いられる好適な非イオン分散剤は、特に、エ
チレンオキシド／プロピレンオキシドブロックコポリマー、アルキルフェノールポリグリ
コールエーテル及びトリスチリルフェノールポリグリコールエーテル、例えばポリオキシ
エチレンオクチルフェノールエーテル、エトキシル化イソオクチルフェノール、オクチル
フェノール、ノニルフェノール、アルキルフェノールポリグリコールエーテル、トリブチ
ルフェニルポリグリコールエーテル、トリステリルフェニルポリグリコールエーテル、ア
ルキルアリールポリエーテルアルコール、アルコール、並びに脂肪アルコールエチレンオ
キシド縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、エトキシ
ル化ポリオキシプロピレン、ラウリルアルコールポリグリコールエーテルアセタール、ソ
ルビトールエステル及びメチルセルロースである。用いられる好適な陰イオン分散剤は、
特に、リグニンスルホン酸、ナフタレンスルホン酸、フェノールスルホン酸、ジブチルナ
フタレンスルホン酸のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩及びアンモニウム塩、アルキ
ルアリールスルホネート、アルキルスルフェート、脂肪アルコールスルフェート、脂肪酸
及び硫酸化脂肪アルコールグリコールエーテル、さらにアリールスルホネート／ホルムア
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ルデヒド縮合物、例えばスルホン酸化ナフタレン及びナフタレン誘導体とホルムアルデヒ
ドとの縮合物、ナフタレン又はナフタレンスルホン酸とフェノール及びホルムアルデヒド
との縮合物、リグノスルホネート、リグニン－亜硫酸塩廃液、メチルセルロースのリン酸
化又は硫酸化誘導体、並びにポリアクリル酸の塩である。
【００５９】
　使用できる凍結防止剤は、原則として、水の融点降下を生じる全ての物質である。好適
な凍結防止剤は、アルカノール、例えばメタノール、エタノール、イソプロパノール、ブ
タノール、グリコール、グリセリン、ジエチレングリコール、その他を含む。
【００６０】
　好適である増粘剤は、農芸化学組成物においてこのような目的のために使用できる全て
の物質、例えばセルロース誘導体、ポリアクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及び
高分散シリカである。
【００６１】
　使用できる消泡剤は、泡の発生を抑制し、かつ農芸化学活性成分の製剤のために普通に
用いられる全ての物質である。
【００６２】
　使用できる保存剤は、農芸化学組成物においてこのような目的のために使用される全て
の保存剤である。挙げることのできる例は、ジクロロフェン、イソチアゾール、例えば1,
2-ベンゾイソチアゾール-3(2H)-オン、2-メチル-2H-イソチアゾール-3-オン-塩酸塩、5-
クロロ-2-(4-クロロベンジル)-3(2H)-イソチアゾロン、5-クロロ-2-メチル-2H-イソチア
ゾール-3-オン、5-クロロ-2-メチル-2H-イソチアゾール-3-オン、5-クロロ-2-メチル-2H-
イソチアゾール-3-オン-塩酸塩、4,5-ジクロロ-2-シクロヘキシル-4-イソチアゾリン-3-
オン、4,5-ジクロロ-2-オクチル-2H-イソチアゾール-3-オン、2-メチル-2H-イソチアゾー
ル-3-オン、2-メチル-2H-イソチアゾール-3-オン-塩化カルシウム複合体、2-オクチル-2H
-イソチアゾール-3-オン及びベンジルアルコールヘミアセタールである。
【００６３】
　固着剤／接着剤は、処理後の種子上への活性材料の接着性を改善するために添加するこ
とができる。好適な接着剤は、ブロックコポリマーＥＯ／ＰＯ界面活性剤だけでなく、ま
たポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリレート、ポリメタクリレー
ト、ポリブテン、ポリイソブチレン、ポリスチレン、ポリエチレンアミン、ポリエチレン
アミド、ポリエチレンイミン（Lupasol(登録商標)、Polymin(登録商標))、ポリエーテル
、ポリウレタン及びこれらのポリマーから誘導されるコポリマーである。
【００６４】
　原則として、種子を処理又は粉衣する全ての慣用方法を用いることができる。具体的に
は、処理は、種子を特定の所望量の種子粉衣製剤と、そのままで又は予め水で希釈した後
に、この目的に適する装置、例えば固体又は固体／液体成分のためのミキサーを用いて、
成分が種子上に一様に分布するまで混合する手順による。
【実施例】
【００６５】
使用例
　実施例１：罹病したダイズ植物の治癒的処理
　現場実験において、葉が既にファコプソラ・パキリジに感染している異なる品種のダイ
ズ植物を水性トリコナゾール調製物により、普通に用いられる装置を用いて慣用条件下で
処理した。施用量は２０～２００ｇ／ｈａであった。処理後２５日に、未処理であるが感
染した葉上の疾病レベルは、葉面積の５０％を覆う程度まで発現した。これに対し、処理
した植物では、ファコプソラ・パキリジ病は最大２５％に達したにすぎなかった。この疾
病レベルの低減は、未処理対照と比較して著しく改善された収率をもたらした。
【００６６】
　実施例２：罹病したダイズ植物の保護的処理
　現場実験において、異なる品種のダイズ植物を水性トリコナゾール調製物により処理し
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た。施用量は２０～２００ｇ／ｈａであった。その後、植物にファコプソラ・パキリジを
接種した。処理後２５日に、未処理であるが感染した葉上の疾病レベルは、葉面積の５０
％を覆う程度まで発現した。これに対し、処理した植物では、ファコプソラ・パキリジ病
は最大２５％に達したにすぎなかった。この疾病レベルの低減は、未処理対照と比較して
著しく改善された収率をもたらした。
【００６７】
　実施例３：種子処理
　ダイズ植物栽培品種“Embrapa 48”の種子を、活性物質としてトリコナゾールを含む種
子処理に適する組成物により、種子１００ｋｇ当たりトリコナゾール１２．５ｇ、２５ｇ
、５０ｇ、１００ｇ及び２５０ｇの範囲の施用量で処理した。その後、種子をまいた。次
いで、このように成長したダイズ植物にファコプソラ・パキリジを接種した。５０日後、
葉面積のさび病レベルを決定した。未処理種子からの植物における疾病レベルは少なくと
も５０％であった一方で、処理種子からの植物における疾病レベルは何れの場合にも２５
％未満であった。
【００６８】
　実施例４：ファコプソラ・パキリジで引き起こされたダイズさび病に対する種子処理に
よるトリコナゾールの保護活性
　５、１５、３０及び５０ｇのａｉ／１００ｋｇのダイズの所望の施用量（ａ．ｒ．）に
対応する、すぐに使用できるトリコナゾール市販製剤（懸濁液濃縮物、活性成分濃度２０
０ｇ／ｌ）の所定量を、水で総量１リットル／１００ｋｇのダイズに希釈した。
【００６９】
　品種“IAC 8.2”のダイズの種子を、このように調製したトリコナゾールの水性懸濁液
を用いて市販の種子粉衣装置で処理し、次いでブラジルの現場実験において播種した。こ
のように成長したダイズ植物の葉に、適切な成長段階でダイズさび病菌（ファコプソラ・
パキリジ）の胞子懸濁液を接種した。その後、植物を微細滴下散水装置により一晩６～８
時間、湿潤状態に保った。この時間中に胞子が発芽し、それらの芽管は葉の組織中に浸透
した。処理後６０日（６０ＤＡＴ）又は播種時に、感染した植物の葉上のさび形成の程度
を決定した。結果を表１にまとめて示す：

【表１】

【００７０】
　実施例５：ファコプソラ・パキリジで引き起こされたダイズさび病に対するスプレー施
用によるトリコナゾールの治癒活性
　すぐに使用できるトリコナゾール市販製剤（懸濁液濃縮物、活性成分濃度２００ｇ／ｌ
）を、表に示す活性成分濃度（ａｃｔ．ｃｏｎｃ．）に水で希釈した。
【００７１】
　品種“Hutcheson”の鉢植えダイズ苗の葉に、ダイズさび病菌（ファコプソラ・パキリ
ジ）の胞子懸濁液を接種した。鉢を大気湿度が高い（９０～９５％）２２～２４℃の部屋
に２４時間入れておいた。この時間中に胞子が発芽し、芽管は葉の組織中に浸透した。３
日後に、感染した植物に、表２に示す活性成分濃度を有する水性懸濁液を流出点までスプ
レーした。懸濁液又はエマルジョンは上記のように調製した。スプレー被膜が乾燥した後
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、試験植物を２２～２４℃の温度及び９０％の相対湿度の温室中で１７日間栽培した。次
いで、葉上のさび発生の程度を決定した。結果を表２にまとめて示す：
【表２】
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